
協会けんぽ福岡支部 ジェネリック医薬品使用促進の取り組み 

 

平成 28年度に実施した取り組み 

 ジェネリック医薬品軽減額通知の年 2回の発送 

平成 28年 8月と平成 29年 2月に、20歳以上の加入者で、生活習慣病や慢

性疾患等により、一般的に長期服用される先発医薬品を使用されている方の

うち、ジェネリック医薬品に切り替えた場合に一定額以上の軽減が見込まれ

る方に対して、軽減額の通知を送付。福岡支部の通知発送件数は、8 月

147,386 件、2月 153,051 件。 

 新規適用事業所へのジェネリック医薬品 Q&Aの送付 

ジェネリック医薬品にかかる Q&Aを、新たに社会保険の適用を受けた新規

事業所への健診の案内送付の際に同封し周知を図った。 

 健康保険委員への周知 

福岡支部で委嘱している健康保険委員の所属する事業所約 3,000に対し、福

岡県と福岡県医師会・福岡県薬剤師会が共同で作成したポスターを送付し、

社内での掲示等を依頼。また、健康保険委員を対象とした研修会実施の際、

保険証やおくすり手帳に貼付するジェネリック医薬品希望シールを配布し

周知を図った。 

 ジェネリック医薬品希望シールの配布 

保険証発行の際、ジェネリック医薬品希望シールを同封し周知を図った。 

 データ分析に基づく使用促進策の検討 

九州大学と共同で実施しているレセプト・健診データの分析に基づき、ジェ

ネリック医薬品の使用促進策について検討を実施。（別添・参考資料） 

 平成 28年度のジェネリック医薬品使用割合 

レセプトデータより集計した、平成 28 年度のジェネリック医薬品使用割合

（新指標）は以下の通り。 

 

 

 

（単位：％）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

H27年度 60.6 60.6 60.7 59.1 59.4 60.2 61.0 61.5 62.0 63.1 64.2 64.9

H28年度 66.9 67.2 67.3 67.4 67.8 68.4 68.9 69.5

H27年度 60.9 61.0 61.2 59.9 60.4 60.8 61.4 62.0 62.6 63.5 64.5 65.0

H28年度 66.8 67.1 67.3 67.5 67.9 68.3 68.8 69.4

注1.協会けんぽ（一般分）の調剤レセプト（電子レセプトに限る）について集計したもの（算定ベース）
注2.加入者の適用されている事業所所在地の都道府県ごとに集計したもの。
注3.「数量」とは、薬価基準告示上の企画単位ごとに数えた数量をいう。
注4.平成22年4月以降は、後発医薬品（数量ベース）の算出から、経腸成分栄養剤および特殊ミルク製剤は除外している。
注5.平成24年4月以降は、後発医薬品割合（数量ベース）の算出から、経腸成分栄養剤、特殊ミルク製剤、生薬および漢方製剤は除外している。
　　　このことによる平成24年4月のジェネリック割合（数量ベース）への影響は+2.3％ポイントとなっている。
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平成 29年度の取り組み予定 

 例年同様、ジェネリック医薬品軽減額通知を年 2回送付予定。 

 新規適用事業所に対しての Q&A送付を継続実施予定。 

 ジェネリック医薬品・おくすり全般にかかるセミナーの実施（新規事業） 

 データ分析による使用促進策の検討の継続実施 
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